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衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
相
対
的
貧
困
状
態
の
家
庭
の
子
の
教
育
環
境
の
実
態
調
査
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
教
育
環
境
に
つ
い
て
の
実
態
調
査
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
、
内

閣
府
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
に
、
相
対
的
貧
困
層
（
世
帯
の
可
処
分
所
得
を
世
帯
人
員
の
平
方
根
で
割
っ
て
調
整
し

た
所
得
の
中
央
値
の
半
分
に
満
た
な
い
世
帯
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
中
学
三
年
生
の
勉
強
時
間
に
つ
い
て
、
「
親
と
子

の
生
活
意
識
に
関
す
る
調
査
」
を
行
っ
た
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
各
自
治
体
で
行
わ
れ
て
い
る
調
査
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、

お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
各
種
統
計
調
査
等
を
通
じ
て
子
供
の
貧
困
の
現
状
や
子
供
に
関
す

る
教
育
の
状
況
等
の
把
握
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
「
地
域
子
供
の
未
来
応
援
交
付
金
」
の
交
付
を
受
け
て

子
供
の
貧
困
に
関
す
る
調
査
を
実
施
し
た
地
方
公
共
団
体
の
数
は
、
平
成
三
十
年
三
月
末
時
点
で
百
六
十
七
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

一



お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
の
「
全
国
消
費
実
態
調
査
」
及
び
厚
生
労
働
省
の
「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」
に
お
け
る
相

対
的
貧
困
率
と
御
指
摘
の
「
尼
崎
市
の
行
っ
た
実
態
調
査
」
の
調
査
結
果
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
調
査
方
法
等
が
異
な
る
た
め
、

一
概
に
比
較
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
大
阪
市
な
ら
び
に
函
館
市
の
相
対
的
貧
困
の
状
態
に
あ
る
家
庭
と
そ
れ
以
外
の
家
庭
の
比
率
」
に
つ
い
て
は
、

把
握
し
て
い
な
い
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
全
国
的
に
も
妥
当
す
る
傾
向
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
、
内
閣
府

が
平
成
二
十
三
年
に
実
施
し
た
「
親
と
子
の
生
活
意
識
に
関
す
る
調
査
」
に
よ
る
と
、
中
学
三
年
生
の
平
日
の
勉
強
時
間
に

つ
い
て
、
「
一
時
間
よ
り
少
な
い
」
と
回
答
し
た
者
の
割
合
が
相
対
的
貧
困
層
で
は
四
十
四
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お

り
、
相
対
的
貧
困
で
な
い
層
の
二
十
五
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
比
べ
、
十
九
・
二
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
る
。

六
及
び
七
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
教
育
環
境
」
及
び
「
特
別
な
支
援
措
置
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
政
府
と

二



し
て
は
、
「
子
供
の
貧
困
対
策
に
関
す
る
大
綱
」
（
平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
九
日
閣
議
決
定
）
を
踏
ま
え
、
子
供
等
に
対

す
る
教
育
の
支
援
、
生
活
の
支
援
、
就
労
の
支
援
、
経
済
的
支
援
等
、
子
供
の
貧
困
対
策
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

三


